
令和 2 年度障がい者差別についてのアンケート 

（自由記述、記入者、障がい区分別） 

肢体不自由 

1 当事者 
障がいに対する差別をやめてほしい。現代において、差別は”あってはならな

い”と強く願っている。差別を受けた人は戦うべき。泣き寝入りしてはダメ。 

2 当事者 

昔は今よりも差別があったようですが、最近はあまり差別という声は聞かれなく

なりました。逆に、健常者よりも優遇されている点もあるようです。 

私も 55歳から中途障がいになりましたが、最低限の生活は守られております。

あとは、本人のやる気次第だとおもいます。障がいに甘えない気持ちを持って毎

日を過ごすことが一番だと思っています。 

3 当事者 現在の生活は楽しい。 

4 当事者 

具体的な差別を受けたことはないが、陰口を小声で話しているのを聞いたことが

ある。 

福祉の店を開店するにあたり、場所の確保に苦労する。 

現在何とか確保経営しているが、役所の一角を借用して営業している状況であ

る。狭く、営業日も役所の休憩に合わせる必要があり使い勝手が悪い。 

5 当事者 

差別ではないですが、足に障がいを持っているものです。 

社会参加をするため、公共交通を利用していたのですが、階段の利用に不便を感

じ、自家用車を所有しました。所有した当時は、まだ自家用車の所有率が低い時

代で健常者の足として利用されていました。自家用車の所有の理由が健常者には

わからない時代でした。 

現在はこのような事はないとは思いますが、障がいのある人が便利に利用できる

施設が、健常者に利用され、障がいのある人が不便に感じることはないでしょう

か。将来は、友好的に障がいを持っている人が権利を主張でき、健常者が障がい

を持っている人に関心を持ち、理解のある社会になることを望みます。 

6 当事者 なぜ車椅子使用者が使える ATMがないのでしょうか。 

7 当事者 出入口やエレベーターを待っていてくれました。 

資料９ 



8 当事者 

私は肢体障がい者です。病院での出来事ですが、障がい者トイレを使用している

時、ロックをしていて使用中が判るのに、ドアを「ドンドン」たたく音がして、

嫌な気持ちになりました。 

病院内に「院長への伝言」の用紙があり、障がい者トイレに「使用中」「空室」

のマグネットカードの作成をお願いしまたところ、次回診察時には、トイレにカ

ードがありました。障がい者でも気が付いた時には声をあげる必要があります。

今後も気を付けたいと思いました。 

9 当事者 

障がい者用駐車スペースに車を入れようとしたら、パイロンが置いてあった。利

用したいときに利用できない。 

店の人に聞いたら、一般の人が置いてしまうからとの回答があった。 

10 当事者 面接の案内が来たのに面接してもらえなかった。 

11 当事者 車いすで差別された。 

12 当事者 

私はひざの関節の手術をしたので、両足それほど不便ではありませんので、なる

べく動くようにしていきます。会合にも家の者に送り迎えをたのむことができる

ので幸せです。 

聞くところによると、体もあまり動かせず、障がい者の会に入りたいが、集合場

所に行くのがむずかしく入会できない人もいます。どのようにしてあげられる

か、心配となります。 

13 当事者 私は先天性の股関節脱臼により、良く歩けません。 

14 当事者 
病院で診察を受けたが、医師が私の言葉を聞き取れず「だれか症状のわかる人を

連れてこい」と言われたり、まるっきり子供扱いされたことがあった。 

15 当事者 

このアンケートはわかりずらい。コピーができない人もいるため合理的配慮がさ

れてない。 

福祉課の担当者が障がい者の差別についての認識があまりされていない。それが

一番問題がある。 

行田市にある歯医者で障がいがあるため口があかないときに、あけやすいように

割りばしとガーゼで器具を作ってくれた。 

16 当事者 

熊谷から行田に転居してメンタル面は安定傾向にある。おだやかに感じられる。 

多忙なのは理解をしますが・・・、もう少し踏み込んで担当ワーカー各位には生

活精神面のサポートを受けて距離が縮められたらと思う時がある。 

例（頻繁な家庭訪問等をのぞむ） 



17 家族 
差別と感じた事は、特にありません。障がい者が受けられるサービス（ガソリン

代や自動車税の減免）などが非常に助かります。ありがとうございます。 

18 家族 

障がい者に対して偏見の目を向ける人は、減っている様にも感じているが、まだ

まだ根本的なところで理解は深まっていない。 

障がい者は、やさしい街は、すべての人にやさしい街。それぞれの障がいがそれ

ぞれの個性と受け取れる社会づくりは、障がい者差別解消条例の制定で実現でき

るか否か別として当然必要である。 

19 家族 

娘が車椅子で移動しており、今まで気づかなかったこと（場所によっての段差

等）を事前に行く場所について調べたり、電話したりする事が増えた。 

断られた経験はないが、まだまだ、車椅子で可能な場所が増えたら、当事者も介

助する家族も外出が楽しくなるんだろうなと感じます。 

20 家族 福祉事業所、病院、他は外出していないので差別を感じません。 

21 家族 

・本人が、養護学校低学年の頃、ショッピングセンター専門店を見て歩いていた

とき、本人は、身体・知的の障がいがあり車椅子乗車。母の注意が足りなかった

のですが、陳列された棚の上の商品を知らぬ間に手に取り足の上に商品が数種溜

まっていた。母は知らずに移動しようとしたら、店員さんが追いかけてきて子供

のひざのうえの商品を尋ねられた。母はびっくりして何度も謝ったが、定員はし

つこく知的障がいの子と説明しても、わざとやらせているような言われ方をした

のでショックだった。わが子への注意が足りなかった母親が一番悪いのだがわか

ってもらえるまで時間がかかった。 

・別のショッピングセンターでエレベーターに乗った時のこと。一緒に乗り合わ

せた幼い子から指をさされて「あっ！死んだ人がいる！！」と連呼された。３～

４才ほどの子で世の中に浅いので、子供を怒る気にもなれなかったのだが、そば

にその子の母親と祖母が同伴していた。大の大人二人は横を向いて知らんぷり、

子供は親に向かって連呼しているのに、この様子にはショックでした。 

・養護学校時代の教員または施設の職員さん、皆さんよくしていただいてきた

が、中には口のきけない子としゃべれる子に対して差別は多々かんじました。 

実際、しゃべれる子には気を付ける、親に話されると困るからといったバカな教

頭もいました。 

・世の中悪いことばかりはありません。ショッピングセンター等車椅子ごと横転

したことがあり、とっさに周囲を歩いていた男性（夫婦、家族連れ）が５～６名

パッと集まり、助けの手を差しのべてくださいました。とてもありがたかったで

す。他人のあたたかさを感じることも沢山ありました。 



22 家族 

障がい者駐車場に障がいのない人が駐車していることが多く、障がい者が駐車で

きない。これは、多目的トイレにも言えることで、健常者の人が普通に使ってい

る場合も困るケースが多いです。個々のモラルの問題なのでしょうか。 

23 家族 

行田市内の保育園を探している時、障がいがあることで入学をすべて拒否され

た。 

うち、２カ所のみ話を聞いて下さり、相談を親身に受けて下さりました。その保

育園にて３年保育させていただきました。 

市営保育園すらほとんど話も聞かず、断られました。 

障がいがあると伝えると、手のひらを返した様な対応をされたことがほとんど

で、その時期は、自分の子はダメレッテルをはられたと想い、不安と孤独でうつ

になりました。 

24 家族 

飲食店の出入口、介助しながらでは狭く、ドアが重いのでちょっと大変な時があ

る。 

前日は、入店時も出店時もその場に居合わせた方々が、「どーぞ」とドアを開け

てくれました。助かりました。ありがたかったです。 

25 家族 
個人医院だと、待合室も狭いので、バギーで入れなかったり、奇声等あると見つ

められたりして、居心地が悪いことがある。 

26 家族 保育園、幼稚園の受入れが無かった。医療ケア児でも受け入れてほしい。 

27 家族 

2歳児検診が受けられず、自分で訪問医を探し受けたが、受けられるようにす

る、もしくは、訪問医を来てくれるように手配までしてくれた方がありがたかっ

た。 

28 家族 

他のお家に「こんな子つれてあるいてはずかしくないのか」と大きい声でどなら

れた。思わず「あなたの顔よりはずかしくないです。そんな顔で外歩いてはずか

しくないですか？」と言ってしまったらスーパーの店員さんがそのお客に「申し

訳ありませんが、よそのお客様に変な言いがかりをつけるのはやめてください」

と言ってくれてその客は走って逃げてしまいました。いろんなお客（障がい者）

に対し文句をいう客だったようです。 

29 家族 

トイレが混んでいたのはわかるが、身障トイレに普通の人が並んでいた。車椅子

の動きがおそいので、何人かに割り込まれた。 

そもそも身障トイレしか使えない私には、たくさん高速の SAにトイレがあって

も１つしか２つしかないのと同じです。 

30 家族 
何も言われず、書いてある順番で呼ばれず、2組後に呼ばれた。車椅子だからと

考えていたが、先の 2組の隣のテーブルで何ら変わりがなかった。 

31 家族 

車椅子だからか宿泊を断られた。結局別のホテルに宿泊したが、そこではできる

だけ段差の少ない部屋、食事場所のことなど、できるだけ車椅子が移動しやすい

ようにしてもらった。 



32 家族 

県の施設を利用していた際、おむつを交換できるようなベッドまたは長いすなど

の提供をお願いしたが「そういったものはない」「おむつはトイレで交換するよ

うに」と言われた。 

介護用のシートがなくそれは無理なので、５ｋｍ離れたショッピングセンターの

トイレを使っておむつを交換した。 

33 家族 

差別を受けたという感覚がなく、他の人に「こんな事があった」と話すと、「そ

れはおかしい」と指摘された。遠慮もある、仕方ないと思ってしまう。でも福祉

課窓口へ申し出たらすぐに対応してくれた。娘の車椅子を押していると、子ども

は好奇心旺盛で素直だから、直球の言葉をかけられる。27年間も障がい者の母を

やっていると、多少のことでは驚かず丁寧に応じる。子どもはそれなりに理解し

てくれる。若い母親・父親も印象悪くない。最近の学校教育のおかげだろう。娘

抜きで食事やショッピングをしているとき「この店なら車いすで連れて行ける」

と吟味していることが常である。（何とかしてもらおうと要請する前に、しない

で済む方法を親が選んでしまう） 

34 家族 

本人が記入できないので、親から見た感じでしか書けませんが、今まで公共施設

などで差別をうけた経験はありません。 

しかし、本人は、小学校、中学校、高校生活の中で何かしらいじめや差別は体験

していると思います。 

私も特別支援中学の時に、担任の先生からこころない言葉をもらったことがあり

ます。自分の娘のパンツでない物が入っていたので学校へ返すと、「私のクラス

ではおもらしをする人は○○さんだけなので、これは○○さんのパンツです」と

言われました。なんてデリカシーのない先生だと思いました。結局学校の保健室

のパンツでした。こんな何気ない一言が人を傷つけます。 

35 家族 

本人や家族の受け取り方の違いで、人それぞれ、様々な感情が生まれると思いま

す。 

障がいがあることは、不自由なことは多いですが、不幸せなことでは無いと私は

思っています。ですが、心無い方からの視線、言動に対しては切なることがある

のは事実です。 

36 家族 

差別と言いますか、理解がされていないと思いますし、障がい児を持つ家族に情

報が少ないと思います。 

好奇な目で見られているように感じますし、子供は短大肢装具を付けています

が、特にお年寄りなどが、子供を下から上へと見ていきます。なので、子供より

親の方が変なのですが、周りに引け目のようなものを感じてしまいます。仕方な

いのですが、もっと、健常者と障がい者の距離みたいなものが縮まったら良いな

と思います。 

私も子供が産まれるまで、障がい者の人達をどんな目でみていたんだろう？と思

うと・・・。当事者にならないとわからない事がたくさんあると思いました。も

っと色々開かれた社会になったら良いなと思います。 



37 家族 

障がい者用のトイレは多くありますが、大人用のベッドの設置されているトイレ

はかなり少ない感じがしています。 

オストメイト用の水道はかなり設置されている。トイレは多いのでもう少し大人

用のベッドが設置されていれば安心かとは思います。（これは差別ではないで

す） 

これは、障がい者差別とかではないと思いますが、もう少し、支援学校と公立の

小中学校が交流（できたら週 1で公立学校へ通学できるようになればいい。。も

う少し障がい者差別とかの言葉が無くなるのではないかと思います。 

38 家族 

幼稚園や保育園で障がいのあるお子さんを入園させると、人手が必要になり、お

金もかかってきてしまうので、そこが幼稚園、保育園側の負担にならないくらい

の補助金が十分に出ると良いと思います。 

むしろプラスになるくらいの金額だと園側も受け入れやすいのかなと思います。 

あとは、みんなの心のバリアフリーを広げる動きが必要かなと思います。 

39 家族 

夫に相談しても愚痴にしかならず、怒り文句を相手に言うだけで解決にならない

ので、同じ境遇の友人に話している。 

市役所福祉課窓口にも話した。（速攻対応してくれた） 

出入しているヘルパーさんにも話している。一歩ひいた所での目線で感想を教え

てくれる。 

親は遠慮もあるし、良いのか、悪いのか、正しく判断できていないことも多々あ

る。第三者の意見は大切。 

40 家族 

障がい者トイレは施設内に多く設置されているので、ありがたいのですが、大人

用のベッドが少ない感じがしています。ベッドを使用しなくても済むのですが、

あると助かる感じがします。（これは差別ではないと思います）（もしかしたら

行田市内では大人用ベッドは設置されているかも知れませんが、他の市町村では

少ないかとは思います）もう少し交流（特に小中学校）を行う等や、支援学校等

を活用して、なるべく普通に学校へ通うことができたら差別する事とかが少なく

なるのかもと思いますが。 

41 家族 

無知だからこそ、悪気のない差別があるのではと思うことがあります。 

例えば、多目的トイレとあるけど、ユニバーサルシート（大人も横になれる大型

シート）が無い事、スロープはあるけど、施設内や店内の通路が狭く車椅子では

通行が困難な事等。 

利用する側も諦めることが当たり前になっているのが現状ですが、障がいを知っ

てもらえたら、悪気のない差別に対して少しでも解消に繋がるのではないかと思

いました。 

42 家族 

これまで差別を受けたとは感じていません。 

（多少トラブルに遭ったとしても話をして対応してもらえれば差別とは思わない

ので） 

でも、だからと言って気兼ねなく自由に行動できている訳ではないと思います。 

行田市が条例化することによって「合理的配慮」が進んでいくことを期待してい

ます。 



43 家族 

どこまでを差別とするかが難しいと思います。 

同じ対応であっても個人の受け止め方で差別に感じる時とそうでない時があるか

らです。いずれにしても、障がい者が肩身の狭い思いをしないで生活できるかが

一番良いと思います。 

昔に比べて今は理解も深まり、行政・病院等の対応は良くなってきていると感じ

ています。 

44 家族 

差別がある、差別されたと感じた時、どこに相談すればいいのかがわからない。

相談窓口を明確にしてほしい。 

子どもに障がいがある。難病を持っているだけでくわしい話を聞いてもらえない

し、説明もしてもらえない。幼稚園等を探すときに、門前払いされることもあ

る。 

45 家族 スロープのお店がもっと増えると嬉しいです。 

46 支援者 

障がいがあることを伝え、事前予約をしようとしたら、「いっぱいなので利用で

きません」と断られた。 

でも、このレストランは HPからの予約できるシステムがあり、そちらから予約

してレストランを利用した。 

℡して事情説明をすると断る。知らないから受け付けるのはひどいと思った。 

47 支援者 

本人は最重度○Aの知的障がいのため、差別の理解が出来ません。 

一緒に支援していて、本人と外出すると、振り返って二度見されたり、運動会に

参加すると半径１～２ｍ以内に人が近づかなかったり、その他にも色々と差別的

なことは経験していると思います。 

視覚障がい 

1 当事者 今は、白杖を持っていると周りの方が助けてくださります。（職員が代筆） 

2 当事者 
点字でのアンケートがほしい（今回のアンケートを点字で答えたかった） 

ファミリーレストランのメニューに点字があるとよい。 

3 当事者 
ほとんどの視覚障がい者が、弱視の時に白杖を持って歩いていると「なんだ見え

るんだ～！！」と言われる。 

4 当事者 視覚障がい者は、「舌打ち」された経験が皆さんあります。 



5 当事者 

弱視者に対して代読・代筆、字を読み取れないとき、代理人にたいして説明して

くれるように。 

窓口にお問い合わせに対して、拡大字ルーペ、見やすいようにホワイトボード用

筆談対応してもらいたい。 

選挙投票のご案内に対して、弱視用、見やすいようにご用意してほしい。手話通

訳者に考えさせてもらいたい。 

地元、盲者・盲ろう者通訳介助者にもっと増やしたい。 

6 家族 

仲間はずれにされた時、他の友達が対応してくれて仲間に入れてもらえた。ほか

の人と違う対応をされた時は、別の先生に話して、クラスのみんなで話し合いを

してもらい、皆の協力を得て、皆と同じことが出来るように対応してもらえた。 

7 家族 
2歳児検診が受けられず、代替受診を自分で手配しなければならなかった。 

代替受診をすすめるなら、手配までしてほしい。 

8 家族 

視覚障がいだが、家庭の事情で学校には通えそうにないと相談しているのに、な

かなか話が進まず、大変だった。 

結果的に地域の学校で支援級を新設してもらい受け入れが決まったが、点字な

ど、必要な教育は難しいとのこと。 

盲学校にも相談したが、余力が無いため、出来て月 1回、出来ないこともあると

のこと。 

地域でも必要な教育が受けられるようにしてください。 



9 家族 

(息子）小 4の時、左足首くるぶし付近を骨折、ビブスをして車イスであった。

駅で降りようとしたとき、階段から降りられず、立ち往生していたら、手伝って

くれた女性がいてとても助かりました。お話を聞くと家族に障がい者をかかえて

いた方とわかった。元気そうな方は何人も（多数男性女性）いたのに声をかけて

くれた方は一人であった。身近に障がい者にかかわっていない人は困っていそう

な人をみても見ぬふりをして通り過ぎると感じた。私自身も手伝ってと声をかけ

ればよかったと感じた。 

※駅にエスカレーターやエレベーターはなかった。 

※あったとしてもわからなかった。 

※駅員さんは見当たらなかった。 

※車イスでの移動の難しさを感じた。 

（息子）高 1の 7月の夏休みに入って間もなく高崎→伊香保温泉まででている観

光乗り合いバスを予約して高崎駅広場バス停で待っていると、大型でステキなバ

ラの花の絵柄の付いたバスが目の前に。でも誰も乗っていなかったので、3男の

息子と私でバスの一番前にすわりました。するとバスはすぐに出発、高崎観音へ

向かいました。1時間の予定でしたが、途中で歩くのをあきらめてバスに戻ると

すぐに出発、その後も誰も乗ってきませんでした。大型観光バスに 2人だけの乗

客、そして息子に合わせて観光が無理そうなところはパスして観光場所になって

いない公営の遊園地で 1時間遊ばせてもらいました。最後は伊香保町営の温泉を

紹介してもらいなんとありがたかったことでしょう。このガイドさんの親戚にも

障がい者の方がいらっしゃいました。 

身近に障がい者がいない人はどう声をかけたらよいか。どう手伝ったらよいかわ

からずまよいながら通り過ぎる、時間がない、かかわるとめんどう等いろいろな

理由がありますね。障がい者側も遠慮して一人でやろうと試みることも多いです

が、むずかしい場合も、やはり自分から発信して助けを求めることも大切です。 

10 家族 

保育園、幼稚園の受入れが無かった。（加配がつけられないなど）４回目の申請

で保育園で受け入れてもらえた。（２年待ち）保活は大変だった。保育コンシェ

ルジュが新設された。（利用していないので内容は不明） 

障がい重複に

より記載省略 
肢体不自由：２４、２５、２６、２７参照 

 

 

 



聴覚障がい 

1 当事者 

銀行の窓口のそばに待機していた男性の方（銀行員）が対応し、マスクのままで

話かけていたので、「私、耳が聞こえないから筆談をお願いします」と話しして

も、とりあえず、すぐ筆談メモと透明マスクで対応してほしかった。なぜ、気が

付かないかと理解できません。できれば、市民のため、市報を聴覚障がい者の合

理的配慮を載せて周知してもらいたい。 

2 当事者 

色々な場で手話通訳が付くようになり、物理的な配慮は広まりつつあると感じ

る。 

しかし、聴覚障がいの特性については、なかなか理解してもらえず、心の壁はま

だまだ高い。 

3 当事者 公共施設の利用を断られたことがある。 

障がい重複に

より記載省略 

肢体不自由：４４参照 

視覚障がい：５参照 

言語障がい 

1 家族 

本来であれば保育園は仕事をしている両親を支える場所であるはずだが、私の場

合 9時～16時以外のほんの数十分子供を早く預けて仕事に出勤したいという要望

も聞き入れて頂けななった。今までも「○○君は何もできませんよ！！」や「進

路は決めたのですか？」など 1年以上先の進路について母親の不安をあおるよう

な言動を保育園の責任者から言われた。 

反論しようと思ったが、今度は、預けている子供になにかされるのではないか？

と不安になり、なにもできずに不満を押し殺して今も通院させている。 

障がい重複に

より記載省略 
肢体不自由：１４、１５、２０、２１、２２、２３、２４、４４参照 

 

 

 



内部障がい 

1 家族 

酸素ボンベが理由で、ショートステイの利用などは、ほとんどの施設で断られて

います。しかし、計画相談員の方が親身になって探して下さり、ようやく１カ所

利用させてもらえることができました。 

幼稚園、小学校は、幼稚園の園長さんや行田市教育委員の方のおかげで介助者な

しで通園、登校することができ感謝しております。 

小 6から登校した特別支援学校では、酸素ボンベが理由でスクールバスに乗車さ

せてもらえませえんでした。 

  



知的障がい 

1 当事者 僕自身よくわかりませんが、人間関係をより深めたい。 

2 当事者 差別のない世界をのぞみます。 

3 当事者 一般企業への就労のチャンスが少なく働くことがむずかしい。 

4 当事者 今のところは特別な経験はありません。 

5 当事者 
障がい者がいたら自分はたすけます。 

自分がやられた、いやですからね。 

6 家族 

今まで、差別などない生活を送ることができました。 

年齢も重ね、10代、20代のように守られてきた頃と違い、これから中年以降、

加齢に伴う体の衰えなどで行動が動きにくくなったりするとき、大丈夫だろうか

と思う。 

7 家族 

娘は知的障がいがあり、福祉事業所にお世話になっています。はじめてのことや

いつもとちがうことがあると、不安から不機嫌になりますが、自分で説明できな

くてもよく観察していただき、困り感をもたずに毎日すごしています。それは職

員の方々が研修などを行い適切な支援をしているからだと感謝しています。 

さらに、信頼できるスタッフの方達がいてくれるので、日中外出してレストラン

に行ったり宿泊を伴う外出も安心してお願いすることが出来ています。それは、

娘の自立につながり、自信をもって、人生を歩んでいくことにもつながっていま

す。やがて、親亡き後も自分らしく生活していくために、障がいを持つ人々が幸

せに暮らしていけるように娘を支える団体の意見に耳を傾けていただけるとあり

がたいです。 

8 家族 障がいを知っていて、皆さんやさしくしていただいております。 

9 家族 
現在差別を受けたことはありません。 

これから差別のない社会が続いてくれる事を期待します。 

10 家族 

障がい者差別解消法第 1条に「全ての障がい者が障がい者でない者と等しく基本

的人権を享有する個人」とあり、又「全ての国民が障がいの有無によって分け隔

てられることなく相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資

することを目的とする」と定められています。なお、国民の責務として同法第 4

条に障がいを理由とする差別の解消の推進に寄与するよう努めなければならな

い」と定められています。 

以上の条文から思考し、国及び地方公共団体は教育の場であったり、又広報など

活用し、広く一般に周知すると同時に理解してもれらえるよう努力することが必

要と考えます。 



11 家族 

義理祖父母、祖父母、叔父、叔母の理解が乏しく、一緒に生活をしていく上でと

ても苦労した。 

また、障がい者に対する偏見が昔からずっとあるため、ご近所や家族（父親、兄

弟）間の中でも、障がいを受け入れるまでに長い年月がかかった。 

12 家族 

事例１）４ヶ月乳児健診（保健センター）当番の医師に「この子はほかの病院で

みてもらっているからみなくていいでしょ」と言われ、すべての項目に異常でチ

ェックされた。（→担当者から謝罪）事例２）放課後デイがない時代、学童保育

に通っていて「食べるのがきたない」から（後からの言い訳）とみんなと食事の

時間を分けられ、先に終わり、正座で他児の食事の食べ終わりを待つなどの場面

が多くあった。（→状況を教えてもらい、子ども未来課に介入してもらう）条約

ができる前の事例ですが、当時、窓口がなくて大変でした。 

13 家族 

差別をされる・されない以前に、美容室では座っていられないだろうから、ちょ

っと利用は無理かなと、行ってもいないのに親の私が勝手に判断をしてしまって

いる。差別してしまっているのは私だなと思いました。 

嫌な顔をされたらどうしよう、何か言われたくない、いろいろな場所へ行ってい

ろいろな経験をさせてあげたい気持ちはあるのに、なかなか行動には移せていま

せん。そんな自分の気持ちから変えていかなければと思っています。 



14 家族 

（これが差別と言えるかわからないところもありますが、非常に不快でしたので

書かせていただきます） 

銀行でのことです。当時、本人の口座と通帳はありましたが、カードはない状態

でした。いろいろ本人名義での支払いなど必要になることも出てきたのでカード

を作ることにしました。必要な物を確認するため、電話したところ、本人にも来

てほしい旨を言われ、午後に本人を伴って銀行を訪れました。銀行では、次長ク

ラスの女性の方が対応してくださいましたが、本人が知的障がい者であること、

自分でサイン等ができない事を告げると「まだ本人は未成年なのでお母さんが代

理人としてカードを作ることはできる。でも、成人後は、後見人を付けてくださ

い。後見人をつけないとウチ（銀行）としては、一切取引しません。カードも今

回は本人のと代理人カードを発行し、お母さんは、代理人カードを使ってくださ

い。ただし、本人が成人したら、カードは使わないでください。」と言われ、後

見人のパンフレットも渡されました。 

問答無用という感じでした。後日、私の方もいろいろ調べて後見人の必要性など

は理解しましたが、つけるのは親がもっと年老いてからのことが多く、成人した

らすぐに後見人をつけるという話はなかったし、施設の方にも他の障がい者のお

母さん方に相談しましたが、驚かれるばかりでした。うちは、以前からその銀行

と取引していたので、ものすごく裏切られた気分です。こういうことは、銀行の

言いなりになるしかないのでしょうか。それとも私の考え方が間違っているので

しょうか。相談や訴える場所もわからずモンモンとしています。 

私が子供の貯金を使い果たすように言われて不愉快です。当時は、口座に子供の

預金が結構あったので、ここで口答えすると預金を人質にとって取引停止等にさ

れると困ったので黙っていました。 

15 家族 

スーパーの駐車場で入口に近いところの駐車スペースが障がい者等優先になって

いる。普通の人が利用しているので話しかけたら「障がい者はだまってろ」と怒

鳴られた。 

16 家族 待合室をでて、外で待つように言われた。 



17 家族 

小 1にあがるということで、（近所の）学童保育の指導員の方に「入りません

か？」とすすめられ、働き続けるためと本人のために入所。ところが、入所した

とたん「特学から学童への送迎は自分でやってください」とのこと。他の子達は

皆、指導員が送迎してくれていたのに「なぜ？」と思うと「他の子とは違うので

ムリです」とのこと。さらに「できれば A君が学童にいる間はお母さんずっとい

てください」とか、「他の子と同じ金額しか払っていないんですか？倍は払うべ

きでしょう」などなど、”役員”とよばれる方 11人を相手に深夜まで責め続け

られ。主人にも「この子の障がいはお前のせいだ」と言われ続けていたため、た

った一人で戦う日々でした。 

私が若かったこと。まだ障がいを受け入れていないこと。さそっておいて「な

ぜ、こんな言われ方？など良きにつけ悪しきにつけ思いのたけを声がかれるまで

泣きながら皆さんにぶつけていたのを思い出します。結局、6年の 3月 31日まで

お世話になり続けました。30歳になるまでたくさんの差別にあいましたが、支援

してくださる心暖かい人にもそれ以上に会うことができ、この人を産めてよかっ

たと今は思っています。”当事者の思いをくむ”福祉を日々願っています。 

18 家族 

病院では、待ち時間が長くてあきてしまう事も。じろじろ見られました。保育園

では、先生方もどう支援していいかわからず、親も一緒に参加したこともありま

した。 

19 家族 

44歳になりますが、その間差別との戦いでした。障がいがあっても一人の人間で

あり、障がいは個性と思っています。何年も前ですが、電車の中で、若い女性に

じろじろとみられ、まるで汚いものを見るようでした。一駅いかないうちにすっ

と居なくなり、別の車両に移っていきました。何回も同じようなことがありまし

た。ダウン症の人に初めて出会ったのか外見だけで奇異の目でみられる事は年齢

関係なくあります。ハワイやロサンゼルス、ニュージーランドなどに行ったとき

は、外見で逆に優遇されました。エレベーター、動物園の入口で「どうぞ」と優

先されました。東京の博物館では、チケットを買うのに緑の手帳をだしたとき、

母子二人だけでしたので本人と付き添い 1名は無料でした。その上、優先的に行

列に入れて下さりありがたかったです。20年位前に、都内の記念館で係員に、本

人に住所と名前を書ける？と聞かれ用紙に書いた所、手帳を忘れても無料で入場

できました。療育の専門医師からは、疲れたらバリアフリーの国に行ってくると

良いよと言われ、ほんとうにリフレッシュして帰ってきました。日本も早くそう

いう国になれるよう親は努力の毎日です。 

20 家族 

親権者として、子供の資産運用のため、子供名義で契約することは不可能なの

か？ 

知的障がいが理由で契約できないのは納得いかない。 



21 家族 

我が家の場合、子供が人懐っこいので、いろいろな方に声をかけてもらったり、

親切にしてもらうことが多いです。 

ただ、アメやお菓子などをくれたりすると、それが当たり前になってしまう事も

多く、逆差別かなと感じることも多い。 

家の中でも障がいのある子だけ除外されているのを見ると心が痛みます。 

22 家族 

障がい者であることを理由に、差別を受けた覚えはないが、人と違った言動など

で世間の目がとても気になったり、いたたまれない思いを多少なりともしてきた

事は事実です。それは当人ではなく一緒にいた私（母親）ですが。 

実際に声をかけられ、注意を受けた出来事も小学生のころにありましたが、知的

障がい児に対して発言している自覚はその方もなかったと思われます。もっと障

がいがわかりやすかったら優しくしてくれたのかな、なんて思ったこともありま

した。知的障がい者が主人公のドラマなどが放送されるなど、身近に障がい者の

いない・知らない・わからない人の理解度も数十年の歴史の中で少しずつ変化し

て来たように思います。社会全体がいろいろな人がいるんだと理解して、優しく

なれたらステキだなと思います。 

23 家族 

幼少期に、散髪に初めて連れて行ったときの美容師（女性）が「動いてしまうと

耳を切ってしまうかもしれないのでできないのですが」と強い口調で言われ、困

ったことがありました。 

今はカットに行くことが楽しみな様子です。（お兄さんになったので） 

24 家族 
多動だったり奇声をあげたりという障がいのある場合、公共施設を利用する時に

気をつかってしまう。グループで利用していたときに注意を受けたことがある。 

25 家族 

近隣の土地に障がい者のグループホーム建設計画が立ち上がったが、住民の反対

で建設中止になった。 

（昨年 12月～今年 1月にかけて） 

障がい者の人は、住宅街で住むなとか夜もゆっくり寝られない等の意見が出た。 

26 家族 障がいを持った子供に理解や支援をしっかりとしてほしい。 

27 家族 

人と行動が違う事で変な目で見られる事は多々あります。正直、人に迷惑をかけ

ないと生きられないので、ある程度、しかたないのですが、社会がこういう障が

いもあると認知することが大切だと思います。 

知らない、分からないことに人は嫌だと感じるので、もっと外で人と触れ合うこ

とができるようなところが欲しいですね。 

28 家族 

自分達の心を守るために些細な事は気にしないようにしています。 

差別を受けないように、周りにも気を付けてすごすように心がけて生活をしてい

るつもりです。 



29 家族 

今は閉院してますが、予約して指定された時間に行っているのに「診察時間がお

しているから、また○○たったら来てください」と外に出された。（他に出され

ている人はその都度いなかったと思う）（先生や看護師さんはやさしいの

に・・・） 

親を選挙に連れて行くのが大変なので、期日前に行っていたが、障がいが身体

（本人）しか記入することがなく、違うところにチェック（当日予定がある）し

ろと言われる。身内のことについても配慮がほしい。 

30 家族 

療育手帳Ａの子が、つきそいある時は電車代が半額になるのに、一人で乗ると半

額にならないのはどうしてでしょうか。障がいがある子用の定期（割引）を作っ

てほしいです。 

31 家族 

近年特に差別を感じた事はありません。差別はいけないということが声高に言わ

れ始めたこともあるかもしれません。ただ、行動についていろいろと想定はしま

す。例えば、外出の時など電車を使うのであれば乗客のすぐ隣りには座らせない

で端の席を選んだり、親の私が間に座ったり等です。小さい事ですがまだまだい

ろいろな場面で緊張感を感じます。 

32 家族 

ヘルプマークや子供用車椅子が多くの人に認知されていってほしいです。 

子供用車椅子をベビーカーだと思われ、公共交通機関などで、まゆをひそめられ

ることもあると聞いたので。 

33 家族 
障がい者の差別のない世の中になってほしいのと、そうだえあってほしい望みで

す。お願いします。 

34 家族 
不当な扱いを受けたら相談ができ、その事案を解決もしくは手助けしてくれるサ

ービスがあればいいなと思う。 

35 家族 
障がいに対する対応が一般的そもそもどこまで通用されているかがわからないた

め、障がい児をどこまで自由に行動させていいものかわかりません。 

36 家族 
何もできないと年下の子や年上の子に暴言を言われてしまった（幼稚園に行って

いるとき） 

37 家族 

保育園の入園を希望していたけど、受け入れ態勢が整っていないため入園できな

かった。しかたないと思ったが、今後、改善していってほしい。各学校の支援級

が増えているのは良い事だと思う。 



38 家族 

学校に通っている時に、作業所の実習先を見学に行き、入室できずに、力不足

や、入れないのは問題外といわれた。 

出来る利用者のみ入所させている様だったが、その様に話す所長のいるところに

入れなくてよかったと思っているし、福祉施設があることがおかしい。 

その作業所は今でもあるが、利用者さんのいる親から話を聞いても嫌な思いをし

ている。ありえないと思っている。もっと聞いてほしい。 

利用者さんが選べるようになってほしい。 

39 家族 期日前投票所で職員の方にとても丁寧に対応していただきました。 

40 家族 

障がいがあることを理由に病院で断られたという話を何度か聞いていたので、ど

この病院でもあり得ることだと思います。 

息子の場合は、自傷が原因での耳の腫れでした。初めてのことだったので、耳が

すごく腫れてしまうと心配で、連絡をした後に外来に行きましたが、医者にして

みれば、言うことを聞かない患者とみられたのかも知れないです。きちんと「腫

れても心配はない」と説明してもらっていたら、様子見で待っていられたと思い

ます。診察後に看護師の人から予約取消の話があり、その後は 2度と行っていな

いです。 

正直に言って、医者は忙しいと思いますが、病気やけがについて詳しい説明が欲

しいです。「大丈夫です。心配がない」と言ってもらえれば待っていられます。 

41 家族 

差別を受けて困ったことは最近はほとんどなくなってきました。 

ただ人の目、特に子供が自分と違うと思うとじろじろ見て目線は気になることは

よくあります。 

それを気にしても何もできないので、しつこくみてくる時には、逆に見返して視

線の間に入り、「何か御用ですか？」と聞いてみたりしています。 

対応の良いお店等では、入りやすく覚えてもらえて楽しく過ごせています。 

障がい者はいつだれにでもなるかもしれないこと、特別でもない世の中になって

くれることを願います。 

42 家族 
いつも保護者と一緒なので、言動でのひどい対応はないが、年齢にそぐわない言

動に対する視線が厳しい（感じがする） 

43 家族 
本人には差別という意識かわかりませんが、周りの環境には恵まれてきました。

特別くやしかった思い出は今までなかったです。 

44 家族 

今までは、通所の施設職員さんや、相談員の方、ヘルパーさんのおかげで、心も

落ち着いて毎日穏やかに過ごしております。 

本人の障がいの度合いもきちんと知って対応してくださっていて、見ている家族

もだいぶ良好です。 

45 家族 

やはり差別はないとはいえ、じろじろはみられます。 

なるべくうるさくならないようにしたり（ジャンプをやめさせるなど）迷惑がか

からないよう気を付けてはいます。 



46 家族 

息子は言葉も遅く、母音で話す為、公共の場所や外出先などでよく人にじろじろ

見られ、離れるように距離をとられることがある。障がい者への理解はまだまだ

不十分。子どものころから理解を深める学習みたいなものが必要と考える。障が

いがあると幼稚園、保育園から入園できるところは少ない状況。息子は３年保育

で入園したが、園児達は皆と同じ様に接してくれた。息子を理解し園児に代弁し

ていてくれた先生に感謝。そんな先生が増えるとうれしく思います。 

47 家族 
まだ小さいので明らかな差別は受けていないように思います。この先大きくなっ

てからでは心配があります。 

48 家族 

私は毎朝、息子のスクールバスのバス停まで送迎をしています。何年か前に”お

前らなんかさっさとみんな死んでしまえ！！”と通りすがりの自転車に乗ってた

男性に暴言を吐かれてとてもショックを受けたことがあります。 

世の中には障がい者に対して快く思っていない人達が少なからずいるんだなと思

うと悲しくなりました。 

特別支援学校のスクールバスの昇降時に、それも沢山の子供たちの前で突然大声

で言われたのでビックリしました。 

49 家族 

昨年、知的障がいのある娘が白内障の手術をしました。手術ははじめてでした。

娘は待合室でも診察室でも気持ちが落ち着かず、じっと待つことができません。

時には声を出して家に帰りたいと何度も言い、周りの人達に迷惑をかけてしまい

ました。病院も混んでいて、私もどうなるのか心配でしたが、周りの人達は何も

言わず見守ってくれたのが良かったです。 

手術は無事に済み、2日程入院し退院ができました。今はよく見えるようになり

本人もうれしそうです。 

合理的配慮について考えてみましたが、難しいです。 

知的障がい者はわかりにくい、自分で意思表示ができない人が多いです。視覚障

がい、聴覚障がい、車椅子を使う人の訴えることはわかりやすいです。本人が自

分の言葉で社会に訴えることもできます。 

外出する時「ヘルプマーク」をかばんにつけていたら、声をかけてくれ、手伝っ

てくれたという話も聞きましたので、今度はやってみようと思います。 

障がい者への関心を持ってくくれるように、そして理解が進むように願います。

よろしくお願いします。 

50 家族 

地域社会の人は、障がいのある方と接する機会が少ないため、接し方も分から

ず、無意識（これが一番怖い）で心無い言葉や態度を取ってしまうのだと思う。 

私は、うちの子が将来大人になったときに、地域で生きていくため、同じ世代の

子供たちに知っておいてもらうため、仲間として生きていくためと考えて、小学

校に通っています。 

子供たちはいろいろな子がいると感じながら成長していければうちの子は特別で

はなくなると信じています。 

ただ、学校の教師の考え方や態度で、必ず差別が起こると思うので、教師への指

導は不可欠だと思います。現にうちの子の交流級では助け合いを否定する発言を

する子がいます。 



51 家族 

特に嫌な思いをしたことはありませんが、子どもが街中で気の利かないふるまい

をしたら、周囲に変な目でみられるのでは？と思い、目立たないように行動して

いる気がします。 

52 家族 

病院に行くことはやはりためらいがあります。 

歯医者や精神科は障がい者を受け入れてくれる所はありますが、風邪や内科の病

気などは他の患者さんに迷惑がかかるかなとか、病院の方に障がいのあることを

事前に話して理解してもらう必要があるのかなと思うとなかなか行けません。 

今のところ病気ではありませんが、検査して治したほうがいいことがでてきた場

合、どこへ、どのようにして連れて行ったらいいのか不安です。 

53 家族 

多動などがあったため、小さなときから家の車で移動しています。 

飲食店などでいやな思いをしたことはありませんが、自然と隅の方を選んでいた

ように思います。 

どちらも人目が気になっているのだと思います。 

54 家族 

言葉を単語でしか話せない息子と長年暮らしてきて、たくさんの良い人達に出会

うことが出来、色々な経験をして成長できたこともたくさんありました。 

ただ忘れられないくらい傷ついた経験もあります。世の中にいろんな年代、いろ

んな特性、障がいがある人がいることがあたり前な多様性と他者への思いやりが

ある世界になってもらいたいです。 

55 家族 

いつも病院等へ行っても、周囲の人達に親切にして頂いています。お店や施設の

方、役所の方々も同様に気持ちよく助けて頂き、毎日すこやかに過ごせていま

す。 

56 家族 

将来、施設などに入所した時に虐待されるか心配。 

障がい者と普通の人が触れ合う機会が増えれば。 

もう少し差別が減るのかな？と思います。 

57 家族 障がい者と健常者を分けるのではなく、一緒に遊べる環境を作ってほしいです。 

58 家族 

社会で大多数の人が障がいのある方と接する機会が少ないので、無意識で排除し

ようとする行動や発言が出るのだと思う。 

無知、無意識が本当に怖いと思う。 

59 家族 

大人の障がい者と違い、子供の障がい児は利用できる施設や制度が少なく感じま

す。（16歳～ＯＫとか、18歳以上とか） 

家族だけでは支援することが大変だったりします。日本ももう少し考えて欲しい

です。 



60 家族 

小学校入学時は普通学級に通っていたが、学習・生活についていけず、特別学級

に入ったほうがよいと当時の担任から促しがあった。 

しかし、実際にクラスに入所するまで数か月間かかり、その間は普通学級で「○

○ができないと話になりません」「どうされますか？」と申請中に何度か話を担

任からうけていた。 

小学校を休ませるべきだったのか申請中の数ヶ月間（6～8ヶ月）の動き方につい

て教えてほしかった。 

61 家族 

知的・発達障がい者は自分では意見は言えないので、家族がその部分を補って公

的機関、学校などに伝えていかなければならない。 

ほとんどの人は「障がい者」について、「かわいそうだから」「助けてあげなけ

れば」とか「何か自分にできることはないかな」と考える方たちが多いと思いま

す。でも「何をしてよいのか？」「声をかけるのがはずかしい」と思ってとっさ

に動けたり声をかけることのできる人は少ないと思います。 

それができる人は、身近に障がい者がいるか、学校や職場などに障がい者がいて

一緒に過ごしたことのある方だと思います。 

普段の生活の中で障がい者がそばにいるような社会になれば、「差別」はなくな

ると思います。障がい者が身近にいないと、どう接してよいかもわからないと思

います。小さいころからボランティア等を通して障がい者との関わりを自然に体

得できる仕組みも必要だと思います。 

62 家族 

近年、特別支援学校は生徒数の増加で先生方が大変になっている事はわかってい

るつもりですが、障がいの中～高程度の程度からいえば、普通は指導が受けられ

るべき生徒が受けられない状況になっている感じがします。 

結果、状態の良い生徒から心無い言葉を言われ、傷つく様な事も経験していま

す。先生もできるだけ生徒に合わせるような様子も見られます（すべての先生で

はないですが） 

今一度、支援学校とはどの様な子供が指導を受ける学校なのかしっかりと考えて

ほしいです。 



63 家族 

てんかんの発作があり、薬剤治療をしていたが良くならないため、検査をしたか

ったので検査入院をした。（検査は個室で親も付き添いで 5日間過ごした） 

検査はできたのだが、薬があっていないそうだったし、量も多く飲んでいたので

薬剤調整入院を希望した。しかし、他の患者と同室だったらと言われたが息子は

聴覚過敏があり、他の方の咳やくしゃみ、いびきなどに反応して不安になるので

無理があった。そして重度の知的障がいもあるので一人で身の回りのことができ

なかった。コロナでお見舞いもできないといわれた。（付き添いは基本していな

いといわれた） 

障がいが重いと入院はできないし、他の人とも会話のコミュニケーションができ

ないので、入院はできなかった。通院でならと希望したが元の病院で治療してく

ださいと言われた。普通の障がいのない人だったらこんなふうにならないんじゃ

ないだろうか？とがっかりした。 

聴覚過敏があるのでと話ししたら、違う場所で待たせてもらえて気が楽になっ

た。 

64 支援者 

通院で入院が必要と医師が判断したにもかかわらず、病棟看護師が施設利用して

いる方と知り、あからさまに入院を拒否されたことがありました。 

現在は少なくなってきているように思いますが、施設側も協力できることはある

ので、病院で対応が難しいことなど明確に伝えていただきたかったです。 

65 支援者 

行田市内のファミリーレストランで障がい者の方 12～13名、介助者 12～13名で

食事をしようと思いお店に行くも、副店長の女性から「障がい者の方と来店する

時は予約をしてきてほしい」とお言われた。 

その真意がわからなかったので、その副店長に聞くと「私たち店側もそれ相当の

対応をしなければならないので」と言われた。話の意味が全くわからなかったの

で、私から逆に「動き回ったり、大きな声を出すと他客に迷惑になるからです

か」と聞くと、「それもあります」と言われた。私は「そのために職員がいるの

であって、子どもだって騒ぐじゃないですか。障がいがあっても外で食事をする

のは楽しみなんです。助けてほしいときは助けてほしいとお願いするので特別扱

いをしないでほしい」と話をした。その後、店長から対応について謝罪の電話が

あった。 

66 支援者 

行田市内の飲食店で、食事をしようと障がい者 12～13名、職員 12～13名でお店

に行くと席はいっぱいで、待合室に 2～4組待っていた。 

そこに店員が私たちの所に来て「外で待ってください」と言ってきた。理由はわ

からなかったが、障がい者の方の大きな声や車椅子の幅などでそういったのかも

しれない。 

67 支援者 
本人が重度の知的障がいなので、差別について聞いても理解出来ませんでした。

今まで、差別を受けたことはあったと思いますが、本人は理解できません。 



68 支援者 

本人は障がい手帳 B区分３ですが、今回のアンケートを読んで回答することはで

きませんでした。 

自閉的傾向があるため、理解やコミュニケーションが難しく、差別の意味を説明

しても、理解できませんでした。 

おそらく差別は色んな場面で受けていると思いますが、本人がそれに気付かな

い、理解できないと思います。 

69 支援者 
重度の知的障がい Aなので、差別について聞いても、理解出来ませんでした。 

今まで差別をうけた事はあったと思いますが、本人は理解できません。 

70 支援者 
障がいがあるからという理由で何らかのサービスが使えないということは少なく

なってきていると感じる。 

71 未記入 

今現在入っている福祉事業所の職員の皆様にとっても良くして頂いてますので、

安心して頂けておりますので、毎日の生活も過ごしやすい環境にいますので特に

ありません。 

72 未記入 

私も本人も障がいの程度が軽かったので、差別等とは思わずにこういう人もいる

んだ、という考えでいた。あまり深く考えないでいた。 

幸いに中学生の時も担任の先生から特別支援学校を紹介されても私は「そういう

所があるんだ・・・」くらいのことで受けとめて、そこへ進んだので良かったと

思っている。まわりの人が親切だった。今でも福祉事業所でお世話になってよか

ったと思っています。 

障がい重複に

より記載省略 

肢体不自由：２０、２１、２２、２３、２４、２５、２８、２９、３０、３１ 

３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１ 

４２、４３、４４、４６、４７参照 

視覚障がい：９参照 

言語障がい：１参照 

内部障がい：１参照 

  



精神障がい 

1 当事者 今の施設環境がとてもいごこちがよく、また、相談等もよく聞いてくれる。 

2 当事者 差別が無くなればよいと思います。 

3 当事者 
自分は障がい者なのかパッと見わからないけれど、行動が変とかで学校で嫌なこ

とを言われたりされたりしたことがあります。 

4 当事者 
人に優しく接しれるように頑張ります。人からも優しく接してもらえるので感謝

です。 

5 当事者 障がい者はいじめない事がいい。差別しない。 

6 当事者 差別は許されないこと 

7 当事者 職場でも心優しい配慮をしてもらってます。 

8 当事者 

精神病はなかなかまわりの人達にわかってもらえないのが事実です。 

外見だけで判断してほしくないです。 

一生治らないと言われた私は病院の先生の対応が信じられません。 

もう少し生活を楽にしてほしい。 

9 当事者 差別をしないようにしてもらいたい。 

10 当事者 

私は精神障がい者ですが、差別はなんだか苦しいです。 

むなしい気持ちになります。 

弱い立場の人を差別したりするのはむなしいと感じます。 

差別はあってはならないと思います。 

11 当事者 

障がい者の自分は多くの人達に支えられています。 

感謝の気持ちを忘れてはいけないと思います。 

迷惑をかけて当たり前と思ってはいけないですよね。 

その状態になれた上で嫌がらせを受けて初めて被がい者になると思います。 

色々と難しいですよね。 

12 当事者 

まわりの人からは、よく気が付くといわれる。 

自分はいっしょうけんめいやっているのに、他人の目が気になる。家に帰ると、

いっぺんに疲れる。人を信用しない。人と話ししていると疲れる。人とあまりか

かわりたくない。 

13 当事者 就労Ａを断られた。 

14 当事者 友人関係で傷ついた。人は信用できない。心を開けない。 



15 当事者 

以前、友人（障がい者）が、あるＮＰＯ法人の職員に性的な犯罪に似ている事件

があった。（世話人、送迎人） 

性犯罪による嫌がらせがあった（事実）。（障がい者は）泣き寝入りすることに

なった。市役所に相談したことがあるが断られた。２年くらい前にＮＰＯ法人職

員による事件があった。 

16 当事者 
学校でも仲間外れにされた。友達も信じられない。人間嫌いになった。仕事もし

ていない。家にいる。 

17 当事者 

親切な人がいたので、自分の悩みを打ち明けたら、その人しか話ししていないの

に、他の人が知っていた。 

人間不信になった。１度ではなく何回もあった。人と話すのがきらい。 

18 当事者 

小学校の時、登校拒否になった。 

中学校もほとんど行っていない。 

仕事もしていない。（今までに３回勤めた、長くて２年） 

無視された。人が怖い。人とうまく話ができない。 

19 当事者 

行田市にはＡ型事業所とＢ型事業所の２カ所しかないので、お給料をＡＢＣとわ

けて、時給３０円、４００円、９３０円の３段階にぜひともわけてください。時

給３０円は安すぎるし、時給９３０円は高すぎるので、この間っこの時給４００

円というのを是非とも作ってください。あと、それからですよね。車の送り迎え

も時給４００円になってもなくさないでください。 

20 当事者 

私は、”差別””偏見”といった行為は、人としてあってはならない行為だと思

う。好事例も悪事例も健常者の方々にわかりやすく伝わるよう、テレビや新聞等

のメディアで発信してほしい。 

21 当事者 

母親による言動が、他の家族と扱いが違っていた。 

母から約 20年間、自分の障がい年金を１万円しか渡してくれなかった。 

そのことを姉や妹に行っても聞くだけだった。 

母の私への悪口がひどい。 

22 支援者 

施設内で支援している時は差別は感じられないが、レクリエーションで外出した

さいに、利用者に対するまわりの人の目がまだまだ以前に比べると少なくなった

とはいえ気になることが多いと思う。 



23 未記入 

子どもも障がいを持っていたので、夫がいつもいらだっていたのがつらかった。

まわりの人につい当たってしまい、自分も落ち込んだ。子どもをみても「どうし

て・・・かわいい」とも思わない。涙だけが出てくる。まわりの子供を見ると自

分をせめた。人の中に入っていけない。 

24 未記入 

トラックの運転手だった。仕事も人一倍やって、やりすぎで変になり、精神病院

へ行った。その間に嫁に離婚され、子供ともはなれた。 

退院して家に帰ったら家もなくなってた。アパートに移った。今は母親と母親の

妹（近くに住んでる）と自分の三人共病院がよいをしている。 

障がい重複に

より記載省略 

肢体不自由：１６参照 

知的障がい：５、４３、４４、６９、７０、７２参照 

発達障がい 

1 当事者 

見た目と言っている話の内容で、鼻で笑われたり、ふんっと言われたりするので

やたらに自分の考えが言えない。 

人に話をするときは余分なことは言わないようにしないと障がいがばれてしま

う。ばれて人がいなくなることが不安である。私にとってやりやすいように配慮

してくれているのは車の営業の人である。 

2 家族 差別は必要ないが、特別な配慮・区別は必要かもしれない。 

3 家族 特に感じたことはないです。 

4 家族 

ADHD、自閉症スペクトラム症の疑いがある息子と、公園に行くのも、買い物行く

のも大変だったなと感じ、周りの目が気になった。（「元気な子」と思ってもら

えればいいが、「親のしつけが・・・」「うるさいな」と思われているのではな

いかと思い行くのがつらかった） 

補助の人が必要になってしまうと、出来ること、参加できることが限られてしま

った。 

皆さんと同じように学校生活できるようにしてほしい。 



5 家族 

発達障がいでうちはまだ言語が年齢に合った言葉が話せないので、たまに色いろ

なお店で変な目で見られたりします。見てわからないことだし、言語は本人次第

になってしまうので仕方ないと思うけど、もっと周りの人も障がい者の方に対し

てあたたかい目で見てくれる社会になってほしいと思います。 

言葉の悩みはその子それぞれだけれど、もっと気軽に相談できる場所もふえると

いいなと思います。 

6 家族 

以前と比べて障がいがある人の生活がしやすくなりつつありますが、まだ、発達

障がいや精神・知的障がいの人に対しては理解されることが難しい事がありま

す。 

病院を受診するときにマスクが出来ないからといって断るなどせず、他の方法を

考えてくださるなどの配慮をしていただけたらと思います。 

私の子供は、学校では特別支援学級やデイサービスを使わせていただくことで、

自分らしく楽しく過ごせるようになりました。 

7 家族 

自閉症スペクトラム・多動がある小 1ですが、普通学級に通っています。準備、

片づけができなかったり、物事にうまく取り込めず、泣いてパニックになること

もありますが、クラスメイトの子供たちが優しく声をかけてくれています。良い

意味で”支援が必要な子”と他の子達も理解してきているようです。本人も助け

てもらえる環境に安心しています。 

子どもたちの教育のために、先生の負担、健常児の影響に考慮したうえで、一緒

に過ごすことも大切だと感じます。身体・知的・精神等いろいろな障がいのある

子もそうでない子も違和感なく時間を共有できるといいと思います。 

8 支援者 
普通学級のお子さんと同様に生活する事により成長がみられることもあるように

感じます。 

9 未記入 
障がい者がいる家族は私のときは認めない。父親母親いると存在をなかったこと

にされる。 

障がい重複に

より記載省略 

肢体不自由：１６、２３、２６、２７、４４、４５参照 

視覚障がい：１０参照 

言語障がい：１参照 

知的障がい：４４、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５４、５５、５６ 

５７、５８、５９、６０、６１、６２参照 

精神障がい：２０、２１参照 

  



未記入  

1 当事者 なかなか言葉が出てこないことを理解してほしい。 

2 当事者 

職場の差別がありました。 

コミュニケーション通じない問題がありました。 

情報などを報告してくれない。 

話がすれ違いので、手話通訳依頼してくれない。 

3 当事者 
日常の中ではあまり意識が無いが、時に障がい者に出会った時はできるだけ手助

けできる範囲で対応している心算です。 

4 支援者 

買い物などの付き添いの際、まずは本人（障がい者）に声掛けをして頂いている

ので、これからも続けて頂きたい。 

又、声掛けをして頂いた際に介助者が先に答えようとしてしまうことがあるた

め、まずは、本人（障がい者）の意見や答えを待つように心がけることが必要。 

5 支援者 

良く見かけるのは、視覚障がい者誘導用ブロックの上に自転車が停められている

風景ですが、見るだけで何もしてません。 

お店の駐車場で、障がい者の方の所に停めている人を見ますが、注意したいと思

いますが、注意できません。 

6 支援者 

障がいのある方も社会の中で生活する中で不自由なく差別なく当たり前に過ごせ

るようになると良いと思う。 

子どものうちから障がいのある子もない子もみな一緒に育っていけると差別なく

社会づくりできるのではないか。 

サポートが必要な子には援助したり、手伝ったりする姿を見ていき、困っている

人がいたらすぐ手を差しのべられるような子に育てていきたい。 

難病  

障がい重複に

より記載省略 

肢体不自由：２７、４４参照 

内部障がい：１参照 

知的障がい：６３参照 

その他  

障がい重複に

より記載省略 
聴覚障がい：３参照 

知的障がい：４５、４６、４７、６２参照 

 


